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マスクの着用の考え方及び就学前児の取扱いについて 

 
 

平素より医師会事業へのご支援ご協力賜り感謝申し上げます。 
 沖縄県医師会を通じて「マスクの着用の考え方及び就学前児の取扱いについて」の通知が届きましたの
でご案内申し上げます。 
☆ 問合せ先（那覇市医師会 事務局：石垣・前泊 ／電話 ０９８－８６８－７５７９） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

沖医発第  278 号 

令和 4年 5月 27日 

地区医師会担当理事 殿 

沖縄県医師会      

副会長 宮里達也 

 

マスクの着用の考え方及び就学前児の取扱いについて 

 

今般、日本医師会から標記文書の情報提供がありましたのでご連絡致します。 

本通知は、令和 4年 5月 19 日の新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボードにおいて、マスク

着用の考え方及び就学前児の取扱いを示したものとなっております。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただきますとともに、貴管下関係医療機関

等への周知方につきご高配を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

○基本的な感染対策としてのマスク着用の位置づけは変更しないこと。 

○屋外で 2 メートル以上を目安として他者との距離が確保できる場合はマスクを着用する必要はないこと。 

○屋外で人とすれ違うことはあっても、会話はほとんど行わない場合は、マスタを着用する必要がないこと。 

○屋外であっても、近い距離で会話をするような場面では引き続き、マスクの着用を推奨すること。 

○夏場については、熱中症になるリスクが高くなるので、屋外で着用する必要はない場面では、マスクを 

 外していただくことを推奨すること。 

○屋内で他者との距離が確保できており、会話がほとんどない場合は、マスク着用は必要ないこと。 

他方、会話を行う場合は、着用を推奨すること。 

○屋内で距離が確保できない場合はマスクの着用を推奨すること。 

○2歳未満(乳幼児)の子どもは、引き続き、マスク着用は奨めないこと。 

○2歳以上の就学前の子どもは、マスク着用を一律には求めないこと。 

 

●マスクの着用の考え方及び就学前児の取扱いについて 

(令和 4 年 5月 24日(日医発第 406号(健Ⅱ)) 

 

 

※関係文書は文書管理システムへ掲載致します。 
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